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編 集 後 記 に か え て

 ●週刊誌 をつ くる人たちは なか

なかの “社会心理学 者”だわい と

思 う。つい最近 まで 「窓 ぎわ族」

な る人種の ことを さかんに取 りあ

げて い た か と 思 った ら，今度は

「巣 ごも り族」な る新 人種 を紹介 し

だ した。 車内広告のいかに もあ り

そ うでな さそ うなチラ シにつ られ

て，わた しなぞは駅に降 りるやキ

オス クの売店 に… 目散，早速 その

週i=l!誌を買い求め るとい うことに

あい なるのだ。読み終 って 「チエ

ッ，180円 損 した」 と思 うことが

半分，「ああ，なかなかいい トコ突

いて る」 と思 うことが半分 。 とこ

ろで， 「巣 ごも り族」 とは，わが

慶 大医学部の小此 木助 教扱 言うと

ころの 「モ ラ トリアム人間」 の こ

となのだが， この，小此木助教授

のrモ ラ トリアム人間 の時代』(中

公叢書)を ，かつてわた しの ゼ ミ

ナ ール で読 んだ ことがあ る。その

とき学生たちは 口をそろえて言 っ

た。「いやあ，この ヒ ト，俺たちの

ことよくワカ ッテル。俺たちほん

とに “モ ラ トリア ム人同”なんだ

よナ ァ。」「巣 ごも り族」 の面 日躍

如 といった読 後感で は な か ろ う

か……。多少の皮 肉を込め て 「読

む」 ことを義務 づけたわた しな ぞ

はいい加減 、丶シラケ人間”に陥い

って しまった のだ った。

 ●大学教育におけ る 「ゼ ミナー

ル」 とい う場は，考 え出す と実に

妙チ ク リンな しろ ものであ る。 タ

テマエか らいえぽ，卒 業論文に向

けて専門的な研鑚 と指 導 とを交流

させ 合 う場 とい うこ となのだろ う

が ，正直 言って， このわ たしなぞ

は何 を しているのかわか らな くな

ってしま うことがたびたびだ。あ

る時は 「お前 ネェー，読んで こな

いか らそ うい う訳のわか らない レ

ポー トにな っち ゃうんだ よ ッ」 と

ヤ クザ まがいの言辞をは きつつ長

の講釈に及んだ り， あ る時 に は

「子供 は園の宝 ，み んな仲良 くし

よ う」 とばか り手 を組 んでは野 山

を…緒 に歩 いた り，そ してそんな

ことを やっている うちに 「ああも

うラチがあかない，早 く大学 を卒

業 していただ くのが一番 の教育」

と投 げや りな気分に と りつかれた

りしてきて， “しか してそ の実体

は” と我 なが ら首をか しげて しま

う。

 Oこ うい う，大学教師 としての
“アイデ ンテ イ ・クライシス”を

感 じていたためで もあ っただろ う

か，木号に第一報を報告 した 「現

代に生 きる児童 ・生徒の価値意 識」

調査 プロジェク トでは，大 変興味

深い見聞を させ ていただいた。 と

同時に，妬 末の悪 い ことがいっぱ

いあ るとはいっても，小 中学校教

育 の現場 に くらべれ ば，大学教育

および大学教師 の “極楽 トンボ”

ぶ り一.一一真正面か ら見す}れ ぽ恐

しいほ どの 丶丶地獄絵図”にはちが

いないのだが一一 も次第にわか っ

て きた。わか って きつつあ るとこ

ろで さて どうす るか?「 巣 ごも り

族」に仲間入 りするには気恥 か し

い齢 ごろ とはあいなって しまった

し，か といって 「地獄 の閻魔大 王」

で生 きるほどのエ ネルギーもない

よ うだ し……。 こんな与太を愚図

ってい る うちに，大学に居て大学

を捨て るとい う先人賢者たちの道

を歩み出す ことにな るoで あろ う

か。 アナ，オ ソロシヤ，オ ソロシ

ヤ!       (南隆男)
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